
(57)【要約】

【解決手段】開示される組み合わせマイクロエレクトロ

ニクスコネクターは素早くコネクター要素の組み立てを

可能にする。コネクターはインサートとコネクター本体

とを含む。インサートは少なくとも一つの電気的要素を

受け入れる形状の空洞を有する。インサートはまた，モ

ジュールプラグと電気的要素とを電気的に接続するリー

ド線をもつ。コネクター本体は，正面，背面おび正面と

背面を分離する分割壁を有する。コネクター本体の正面

は，中にモジュールプラグを受け入れるための空洞を有

する。背面はインサートを中に受け入れる空洞を有する

。分割壁は，正面にある空洞と，平面にある空洞との間

を連通する開口部のセットを有する。インサートのリー

ド線のセットは，分割壁にある開口部のセットを通して

，コネクター本体の正面にある空洞内に突き出る形状を

もつ。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 で あ っ て ，
少 な く と も 一 つ の 電 気 的 要 素 を 受 け 入 れ る 第 一 の 空 洞 を 有 す る イ ン サ ー ト と ，
前 記 少 な く と も 一 つ の 電 気 的 要 素 と モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ と の 間 に 電 気 的 な 接 続 を 与 え る た め
の 形 状 を も つ ， 前 記 イ ン サ ー ト か ら 延 び る 複 数 の リ ー ド 線 と ，
正 面 ， 背 面 お よ び 前 記 正 面 と 前 記 背 面 を 分 離 す る 分 割 壁 を 有 す る コ ネ ク タ ー 本 体 と ，
を 含 み ，
前 記 正 面 は モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ を 中 に 受 け 入 れ る た め の 第 二 の 空 洞 を 有 し ， 前 記 背 面 は イ ン
サ ー ト を 受 け 入 れ る た め の 第 三 の 空 洞 を 有 し ， 前 記 分 割 壁 は 前 記 第 二 の 空 洞 と 前 記 第 三 の
空 洞 と の 間 を 連 通 す る た め の 複 数 の 開 口 部 を 有 し ， 複 数 の リ ー ド 線 は 第 二 の 空 洞 に ， 複 数
の 開 口 部 を 通 し て 突 出 す る 形 状 を も つ ，
と こ ろ の マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ 】
第 三 の 空 洞 は ， イ ン サ ー ト を 中 に 受 け 入 れ る 形 状 の ス ロ ッ ト を 含 む ， 請 求 項 １ に 記 載 の マ
イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 ３ 】
イ ン サ ー ト は ， ス ロ ッ ト と 係 合 す る ノ ッ チ を 含 む ， 請 求 項 ２ に 記 載 の マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ
ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 ４ 】
第 一 の 空 洞 は コ ネ ク タ ー 本 体 か ら 外 に 向 く 開 口 部 を も つ ， 請 求 項 １ に 記 載 の マ イ ク ロ エ レ
ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 ５ 】
第 一 の 空 洞 は コ ネ ク タ ー 本 体 に 向 く 開 口 部 を も つ ， 請 求 項 １ に 記 載 の マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ
ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 ６ 】
さ ら に ， イ ン サ ー ト か ら 伸 長 す る リ ー ド 線 の 第 二 の セ ッ ト を 含 み ，
前 記 リ ー ド 線 の 第 二 の セ ッ ト は ， 電 気 的 要 素 と プ リ ン ト 回 路 板 と の 間 に 電 気 的 接 続 を 与 え
る 形 状 を も つ ， と こ ろ の 請 求 項 １ に 記 載 の マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 ７ 】
マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー を 製 造 す る 方 法 で あ っ て ，
少 な く と も 一 つ の モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ を 受 け 入 れ る 第 一 の 空 洞 を も つ 正 面 ， イ ン サ ー ト を 受
け 入 れ る 第 二 の 空 洞 を も つ 背 面 ， お よ び 前 記 正 面 と 前 記 背 面 と を 分 離 す る 分 割 壁 で あ っ て
， 前 記 第 一 の 空 洞 と 前 記 第 二 の 空 洞 と の 間 で ， リ ー ド 線 が 通 過 す る 開 口 部 を 有 す る と こ ろ
の 分 割 壁 を 有 す る コ ネ ク タ ー を 用 意 す る 工 程 と ，
複 数 の リ ー ド 線 お よ び 第 三 の 空 洞 を 有 す る イ ン サ ー ト を ， 第 二 の 空 洞 に 挿 入 す る 工 程 と ，
を 含 み ，
前 記 複 数 の リ ー ド 線 は ， 第 二 の 空 洞 の 開 口 部 を 通 過 し ， 前 記 第 三 の 空 洞 は 少 な く と も 一 つ
の 電 気 的 要 素 を 受 け 入 れ る ，
と こ ろ の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
イ ン サ ー ト は ノ ッ チ を 有 し ， 第 二 の 空 洞 は ス ロ ッ ト を 有 し ，
さ ら に ， イ ン サ ー ト を 前 記 第 二 の 空 洞 内 に 止 め 付 け る た め に ， 第 二 の 空 洞 の ス ロ ッ ト と イ
ン サ ー ト の ノ ッ チ と を 係 合 す る 工 程 を 含 む ， 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
イ ン サ ー ト の 第 三 の 空 洞 は コ ネ ク タ ー 本 体 か ら 外 に 向 く 開 口 部 を 有 す る ， 請 求 項 ７ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
イ ン サ ー ト の 第 三 の 空 洞 は ， コ ネ ク タ ー 本 体 に 向 く 開 口 部 を 有 す る ， 請 求 項 ７ の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
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イ ン サ ー ト は ， 電 気 的 要 素 と プ リ ン ト 回 路 板 と の 間 に ， 電 気 的 な 接 続 を 与 え る 形 状 を も つ
， 第 二 の 複 数 の リ ー ド 線 を 有 す る ， 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 で あ っ て ，
イ ン サ ー ト と ， コ ネ ク タ ー 本 体 と を 含 み ，
前 記 イ ン サ ー ト は ， 少 な く と も 一 つ の 電 気 的 要 素 を 受 け 入 れ る 手 段 ，
前 記 電 気 的 要 素 を モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ に 電 気 的 に 接 続 す る 手 段 ，
を 含 み ，
前 記 コ ネ ク タ ー 本 体 は ， モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ を 第 一 の 位 置 で 受 け 入 れ る 手 段 ，
前 記 イ ン サ ー ト を 第 一 の 位 置 と は 異 な る 第 二 の 位 置 で 受 け 入 れ る 手 段 ， お よ び
モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ を 受 け 入 れ る 手 段 と イ ン サ ー ト を 受 け 入 れ る 手 段 と を 分 離 す る 手 段 ，
を 含 み ，
前 記 分 離 手 段 は ， 前 記 モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ を 受 け 入 れ る 手 段 と 前 記 イ ン サ ー ト を 受 け 入 れ る
手 段 と の 間 で ， 前 記 電 気 的 な 接 続 手 段 を 通 過 さ せ る 手 段 を 含 む ，
と こ ろ の マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 イ ン サ ー ト を 受 け 入 れ る 手 段 は ， イ ン サ ー ト を 中 に 保 持 す る 形 状 を も つ ス ロ ッ ト か ら
な る ， 請 求 項 １ ２ に 記 載 の マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ４ 】
イ ン サ ー ト は ス ロ ッ ト と 係 合 す る ノ ッ チ を 有 す る ， 請 求 項 １ ３ に 記 載 の マ イ ク ロ エ レ ク ト
ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ５ 】
少 な く と も 一 つ の 電 気 的 要 素 を 受 け 入 れ る 手 段 は ， コ ネ ク タ ー 本 体 か ら 外 に 向 く 開 口 部 を
有 す る ， 請 求 項 １ ２ に 記 載 の マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ６ 】
少 な く と も 一 つ の 電 気 的 要 素 を 受 け 入 れ る 手 段 は ， コ ネ ク タ ー 本 体 に 向 く 開 口 部 を 有 す る
， 請 求 項 １ ２ に 記 載 の マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ７ 】
イ ン サ ー ト は さ ら に ， 電 気 的 要 素 を プ リ ン ト 回 路 板 に 電 気 的 に 接 続 す る 手 段 を 含 む ， 請 求
項 １ ２ に 記 載 の マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ８ 】
マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 で あ っ て ，
少 な く と も 一 つ の 電 気 的 要 素 を 受 け 入 れ る 形 状 の 第 一 の 空 洞 を 有 す る イ ン サ ー ト と ，
正 面 ， 背 面 ， お よ び 前 記 正 面 と 前 記 背 面 と を 分 離 す る 分 割 壁 を 有 す る コ ネ ク タ ー 本 体 と ，
を 含 み ，
前 記 正 面 は モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ を 中 に 受 け 入 れ る 第 二 の 空 洞 を 有 し ， 背 面 は イ ン サ ー ト を 受
け 入 れ る 第 三 の 空 洞 を 有 し ， 前 記 分 割 壁 は 前 記 第 二 の 空 洞 と 前 記 第 三 と を 連 通 す る 複 数 の
開 口 部 を 有 す る ， と こ ろ の マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 開 口 部 は 前 記 第 二 の 空 洞 と 前 記 第 三 の 空 洞 と の 間 で ， リ ー ド 線 を 通 過 さ せ る ， 請 求 項
１ ８ に 記 載 の マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
第 三 の 空 洞 は イ ン サ ー ト を 中 に 維 持 す る 形 状 の ス ロ ッ ト を 有 す る ， 請 求 項 １ ８ に 記 載 の マ
イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ １ 】
イ ン サ ー ト は ス ロ ッ ト に 係 合 す る ノ ッ チ を 含 む ， 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ
ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
第 一 の 空 洞 は コ ネ ク タ ー 本 体 か ら 外 に 向 く 開 口 部 を 有 す る ， 請 求 項 １ ８ に 記 載 の マ イ ク ロ
エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
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【 請 求 項 ２ ３ 】
第 一 の 空 洞 は コ ネ ク タ ー 本 体 に 向 く 開 口 部 を 有 す る ， 請 求 項 １ ８ に 記 載 の マ イ ク ロ エ レ ク
ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 で あ っ て ，
少 な く と も 一 つ の 電 気 的 要 素 を 受 け 入 れ る 第 一 の 空 洞 ，
前 記 第 一 の 空 洞 を 覆 う 複 数 の 外 壁 ，
前 記 外 壁 の 少 な く と も 一 つ 上 の 複 数 の ノ ッ チ ，
前 記 少 な く と も 一 つ の 電 気 的 要 素 と モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ と の 間 に 電 気 的 な 接 続 を 与 え る 形 状
を も つ ， 前 記 イ ン サ ー ト か ら 伸 長 す る 複 数 の リ ー ド 線 ，
を 有 す る イ ン サ ー ト と ，
モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ を 中 に 受 け 入 れ る 第 二 の 空 洞 を 有 す る 正 面 部 ，
イ ン サ ー ト を 受 け 入 れ る た め の 第 三 の 空 洞 と ， 該 第 三 の 空 洞 に 前 記 イ ン サ ー ト を 止 め 付 け
る た め に ， 前 記 第 一 の 空 洞 を 覆 う 前 記 外 壁 上 の 突 出 部 と 係 合 す る 形 状 を も つ 複 数 の ス ロ ッ
ト と を 有 す る 背 面 部 ， お よ び
前 記 正 面 部 を 前 記 背 面 部 か ら 分 離 し ， 前 記 第 二 の 空 洞 と 前 記 第 三 の 空 洞 と の 間 を 連 通 す る
複 数 の 開 口 部 を 有 す る 分 割 壁
を 有 す る コ ネ ク タ ー 本 体 と ，
を 含 み ，
前 記 リ ー ド 線 は 開 口 部 を 通 過 し て 第 二 の 空 洞 に 突 出 す る 形 状 を も つ ，
と こ ろ の マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
第 一 の 空 洞 は ， コ ネ ク タ ー 本 体 の 外 に 向 く 開 口 部 を 有 す る ， 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の マ イ ク ロ
エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
第 一 の 空 洞 は ， コ ネ ク タ ー 本 体 に 向 く 開 口 部 を 有 す る ， 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の マ イ ク ロ エ レ
ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
さ ら に ， イ ン サ ー ト か ら 伸 長 す る 第 二 の 複 数 の リ ー ド 線 を 含 み ，
前 記 第 二 の 複 数 の リ ー ド 線 は 電 気 的 要 素 と プ リ ン ト 回 路 板 と の 間 に 電 気 的 な 接 続 を 与 え る
形 状 を も つ ， 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
発 明 の 分 野
本 発 明 は 一 般 的 に ， プ リ ン ト 回 路 板 お よ び 他 の マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス 分 野 に お い て 使
用 さ れ る 電 気 的 コ ネ ク タ ー を 小 型 化 す る こ と に 関 し ， 特 に 改 良 さ れ た モ ジ ュ ー ル 性 を も つ
マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー お よ び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
関 連 技 術 の 説 明
既 存 の マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー （ Ｒ Ｊ ４ ５ ま た は Ｒ Ｊ １ １ タ イ プ と い っ た も
の ） は ， 信 号 電 圧 変 換 ま た は 雑 音 抑 制 な ど の ， 種 々 の 信 号 調 整 機 能 を 与 え る た め に ， 磁 気
的 素 子 ま た は 他 の 電 気 的 要 素 を 組 み 込 む 。 一 般 的 な コ ネ ク タ ー の 設 計 に お い て ， 磁 気 的 素
子 ま た は 要 素 パ ッ ケ ー ジ は ， 続 い て ， コ ネ ク タ ー の 他 の 要 素 内 に 挿 入 ま た は そ の 要 素 と 組
み 合 う 別 の デ バ イ ス と し て 作 ら れ る 。 た と え ば ， 米 国 特 許 第 ５ ， ６ ４ ７ ， ７ ６ ７ 号 （ “ 信
号 伝 送 の た め の 電 気 的 コ ネ ク タ ー ジ ャ ッ ク 組 立 体 ” （ ‘ ７ ６ ７ 号 特 許 と い う ） ） ， お よ び
米 国 特 許 第 ５ ， ５ ８ ７ ， ８ ８ ４ 号 （ “ エ ン キ ャ プ シ ュ レ ー テ ッ ド 信 号 調 整 要 素 を も つ 電 気
的 コ ネ ク タ ー ジ ャ ッ ク ” （ ‘ ８ ８ ４ 号 特 許 と い う ） ） を 参 照 。 米 国 特 許 第 ５ ， １ ７ ８ ， ５
６ ３ 号 （ “ 接 触 組 み 立 て お よ び そ の 製 造 方 法 ” ） に 説 明 さ れ た ， 関 連 設 計 は ， ‘ ７ ６ ７ 号
特 許 お よ び ‘ ８ ８ ４ 号 の 多 重 要 素 構 成 を 採 用 は し て い る が ， 電 気 的 な 要 素 を 説 明 し て い な
い 。 前 記 の 各 設 計 に 共 通 す る こ と は ， モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ 接 触 子 と 電 気 的 要 素 （ ま た は コ ネ
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ク タ ー の リ ー ド 線 ） と を 接 続 す る 電 気 的 リ ー ド 線 を 絶 縁 し ， 分 離 す る ， 別 個 の リ ー ド 絶 縁
体 ま た は “ キ ャ リ ア ” を 使 用 す る こ と で あ る 。 こ の 一 般 的 な リ ー ド キ ャ リ ア 構 成 は 図 １ ａ
に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
上 記 し た 機 能 に 加 え ， 図 １ ｂ に 示 さ れ て い る よ う に ， リ ー ド キ ャ リ ア １ １ ０ は ま は ， 挿 入
し た と き に ， リ ー ド 線 １ ２ ０ に 対 し て ， 機 械 的 な 支 点 の よ う に 機 能 す る 。 特 に ， リ ー ド 線
の 先 端 部 １ １ ５ は ， モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ １ ３ ０ が コ ネ ク タ ー 本 体 １ ０ ０ 内 に 挿 入 さ れ た と き
に モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ １ ３ ０ の 接 触 子 と 係 合 し ， こ れ に よ り ， リ ー ド 線 １ ２ ０ は プ ラ グ １ ３
０ の 上 方 で そ し て そ こ か ら 離 れ る よ う に 曲 が る 。 プ ラ グ １ ３ ０ は 図 １ ｂ に 示 さ れ て い る よ
う に ， プ ラ グ の 下 側 に ラ ッ チ １ ３ １ （ ラ ッ チ ダ ウ ン 構 成 と 参 照 す る ） を も つ 。 キ ャ リ ア １
１ ０ は ， リ ー ド 線 １ ２ ０ を モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ １ ３ ０ 上 の 各 接 触 子 と 係 合 し ， こ れ に よ り ，
コ ネ ク タ ー の 信 頼 性 が 増 す 。 こ の こ と は ， コ ネ ク タ ー 本 体 １ ０ ０ 内 で の プ ラ グ １ ３ ０ の 相
対 移 動 中 ま た は 挿 入 ／ 除 去 と い う 負 荷 サ イ ク ル の 後 に ， 特 に そ う で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 の 機 能 を 与 え る 一 方 で ， リ ー ド キ ャ リ ア １ １ ０ の 使 用 は い く つ か の 欠 点 を も つ 。 特 に
， リ ー ド キ ャ リ ア １ １ ０ を 成 形 し ， 検 査 す る こ と に 関 連 し て 労 力 お よ び 材 料 が 増 加 す る こ
と は ， 最 終 製 品 の コ ス ト を 著 し く 増 す こ と に な る 。 さ ら に ， コ ネ ク タ ー 本 体 （ “ ス リ ー ブ
” ） １ ０ ０ は キ ャ リ ア １ １ ０ を 収 納 す る た め の 器 具 を 必 要 と し ， さ ら に コ ス ト 増 を も た ら
す 。 キ ャ リ ア の 挿 入 後 ， リ ー ド 線 １ ２ ０ の 先 端 部 は 最 終 位 置 へ と 曲 げ ら れ な け れ ば な ら な
い 。 こ の こ と は 他 の プ ロ セ ス 工 程 を 付 加 し ， コ ネ ク タ ー 本 体 １ ０ ０ か ら の リ ー ド 線 １ ２ ０
お よ び キ ャ リ ア １ １ ０ の 連 続 し た 除 去 を 不 可 能 に す る 。 ま た ， キ ャ リ ア １ １ ０ は ， コ ネ ク
タ ー 本 体 １ ０ ０ か ら ， 要 素 パ ッ ケ ー ジ １ ４ ０ （ お よ び キ ャ リ ア １ １ ０ ） の 分 離 に 何 ら バ イ
ア ス や 抵 抗 を 与 え ず ， そ の た め ， こ れ ら の 要 素 を し っ か り と 接 続 す る た め の 接 着 剤 ま た は
他 の 手 段 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
既 存 の マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー が ， た と え ば プ リ ン ト 回 路 ボ ー ド に 挿 入 さ れ
る と ， 要 素 パ ッ ケ ー ジ １ ４ ０ の 取 り 外 し は ， コ ネ ク タ ー 全 体 の 除 去 ， 取 り 外 し を 必 要 と す
る 。 さ ら に ， 機 械 的 な 安 定 性 お よ び 確 実 な 電 気 的 な 接 続 を 与 え る た め に ， リ ー ド 線 の 一 つ
の セ ッ ト が 典 型 的 に ， 回 路 板 に 半 田 付 け さ れ る 。 し た が っ て ， コ ネ ク タ ー お よ び 取 り 付 け
ら れ た 要 素 パ ッ ケ ー ジ １ ４ ０ の 除 去 を 困 難 に す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
し た が っ て ， よ り 単 純 で よ り 信 頼 性 の あ る コ ネ ク タ ー を 生 産 し ， よ り 経 済 的 な 製 造 を 容 易
に す る ， 改 良 さ れ た マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー の 設 計 を 提 供 す る こ と が 望 ま し
い 。 こ の よ う な コ ネ ク タ ー の 設 計 は ， 別 個 の リ ー ド キ ャ リ ア の 使 用 や 接 合 接 着 剤 を 避 け ，
こ れ に よ り 製 造 プ ロ セ ス を 単 純 化 し ， デ バ イ ス の コ ス ト を 軽 減 す る 。 改 良 さ れ た コ ネ ク タ
ー は ま た ， 一 層 の 製 造 コ ス ト の 軽 減 を 図 る た め に ， 単 純 化 さ れ ， コ ン パ ク ト な 取 り 付 け シ
ス テ ム を 利 用 す る 。 さ ら に ， 改 良 さ れ た コ ネ ク タ ー は 単 純 な 要 素 の 取 り 外 し を 行 う こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
発 明 の 要 約
本 発 明 は ， 改 良 さ れ た マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー お よ び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す
る こ と に よ り ， 上 記 ニ ー ズ を 満 足 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 一 態 様 に し た が い ， マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 は ， 少 な く と も
一 つ の 電 気 的 要 素 を 受 け 入 れ る 形 状 と な っ た 第 一 の 空 洞 を も つ イ ン サ ー ト ， 該 イ ン サ ー ト
か ら 伸 長 し た リ ー ド 線 の セ ッ ト （ リ ー ド 線 の セ ッ ト は ， 電 気 的 な 要 素 と モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ
と の 間 に 電 気 的 な 接 続 を 与 え る た め の 形 状 を も つ ） ， お よ び 正 面 ， 背 面 お よ び 正 面 と 背 面
を 分 離 す る 分 割 壁 を 有 す る コ ネ ク タ ー 本 体 （ 正 面 は モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ を 中 に 受 け 入 れ る 第
二 の 空 洞 を も ち ， 背 面 は イ ン サ ー ト を 受 け 入 れ る た め の 第 三 の 空 洞 を も ち ， 分 割 壁 は 第 二
の 空 洞 と 第 三 の 空 洞 と の 間 を 連 通 す る 開 口 部 の セ ッ ト を も ち ， リ ー ド 線 は 開 口 部 の セ ッ ト
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を 通 し て 第 二 の 空 洞 内 に 突 出 す る 形 状 を も つ ） を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 他 の 態 様 に し た が い ， マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー の 製 造 方 法 は ， モ ジ
ュ ラ ー プ ラ グ を 受 け 入 れ る 第 一 の 空 洞 を も つ 正 面 ， イ ン サ ー ト を 受 け 入 れ る 第 二 の 空 洞 を
も つ 第 二 の 空 洞 を も つ 背 面 ， お よ び 正 面 と 背 面 を 分 離 す る 分 割 壁 を 有 す る コ ネ ク タ ー 本 体
（ 分 割 壁 は リ ー ド 線 が 第 一 の 空 洞 と 第 二 の 空 洞 と の 間 を 通 過 す る こ と が で き る 開 口 部 を も
つ ） を 用 意 し ， イ ン サ ー ト を 第 二 の 空 洞 に 挿 入 す る こ と （ イ ン サ ー ト は リ ー ド 線 の セ ッ ト
お よ び 第 三 の 空 洞 を 有 し ， リ ー ド 線 の セ ッ ト は 開 口 部 を 通 過 し ， 第 二 の 空 洞 に 至 り ， 第 三
の 空 洞 は 少 な く と も 一 つ の 電 気 的 要 素 を 受 け 入 れ る ） を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 他 の 態 様 に し た が い ， マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 は ， イ ン サ ー
ト （ イ ン サ ー ト は ， 少 な く と も 一 つ の 電 気 的 要 素 を 受 け 入 れ る 手 段 お よ び 電 気 的 要 素 と モ
ジ ュ ラ ー プ ラ グ と を 電 気 的 に 接 続 す る 手 段 を 含 む ） と コ ネ ク タ ー 本 体 （ コ ネ ク タ ー 本 体 は
， モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ を 第 一 の 位 置 で 受 け 入 れ る 手 段 ， イ ン サ ー ト を ， 第 一 の 位 置 と は 異 な
る 第 二 の 位 置 で 受 け 入 れ る 手 段 ， お よ び モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ を 受 け 入 れ る 手 段 と ， イ ン サ ー
ト を 受 け 入 れ る 手 段 と を 分 離 す る 手 段 を 含 む 。 そ の 分 離 手 段 は ， モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ を 受 け
入 れ る 手 段 と イ ン サ ー ト を 受 け 入 れ る 手 段 と の 間 に ， 電 気 的 に 接 続 す る 手 段 を 通 過 さ せ る
手 段 を 含 む ） と を 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 他 の 態 様 に し た が い ， マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 は ， 少 な く と
も 一 つ の 電 気 的 要 素 を 受 け 入 れ る 形 状 を も つ 第 一 の 空 洞 ， お よ び 正 面 ， 背 面 ， お よ び 正 面
と 背 面 と を 分 離 す る 分 割 壁 を 有 す る コ ネ ク タ ー 本 体 を 含 み ， 正 面 は モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ を 中
に 受 け 入 れ る 第 二 の 空 洞 を 有 し ， 背 面 は イ ン サ ー ト を 受 け 入 れ る 第 三 の 空 洞 を 有 し ， 分 割
壁 は 第 二 の 空 洞 と 第 三 の 空 洞 と の 間 を 連 通 す る 開 口 部 の セ ッ ト を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
発 明 の 詳 細 な 説 明
図 に お い て ， 同 じ 要 素 に は 同 じ 符 号 が 付 さ れ て い る 。
図 ２ Ａ ， 図 ２ Ｂ お よ び 図 ３ は 本 発 明 の コ ネ ク タ ー 本 体 ２ ０ ０ の 第 一 の 実 施 例 を 示 す 。 ま ず
， 図 ２ Ａ に 示 さ れ て い る よ う に ， コ ネ ク タ ー は 一 体 構 造 で 作 ら れ た 本 体 ２ ０ ０ を 含 む 。 コ
ネ ク タ ー 本 体 ２ ０ ０ は 他 の 材 料 お よ び プ ロ セ ス で 置 き 換 え る こ と が で き る が ， 理 想 的 に は
， 従 来 よ り 周 知 の タ イ プ の ， 射 出 成 形 プ ロ セ ス を 使 用 し て ， ナ イ ロ ン （ 登 録 商 標 ） の よ う
な 非 伝 導 性 材 料 か ら 作 ら れ る 。 コ ネ ク タ ー 本 体 ２ ０ ０ は 頂 部 壁 ２ ２ ０ お よ び 側 壁 ２ ３ ０ （
側 壁 は 頂 部 壁 の 面 に 垂 直 な 面 で ， 頂 部 壁 ２ ２ ０ の 反 対 側 に 伸 長 す る ） を も つ 。 分 離 壁 ２ ４
０ が コ ネ ク タ ー 本 体 ２ ０ ０ の 背 面 と そ の 正 面 ２ １ ０ と を 分 離 す る 。 分 離 壁 ２ ４ ０ は 側 壁 ２
３ ０ の 面 に 垂 直 な 面 で ， 頂 部 壁 ２ ２ ０ か ら 下 方 に 延 び る 。 正 面 ２ １ ０ は 中 に モ ジ ュ ー ル プ
ラ グ （ 図 示 せ ず ） を 収 納 す る た め の 空 洞 ２ ６ ０ を 有 す る 。 空 洞 ２ ６ ０ は 分 離 壁 ２ ４ ０ で 終
了 す る 。 背 面 ２ ５ ０ は ま た ， 分 離 壁 ２ ４ ０ で 終 わ る 空 洞 ２ ８ ０ （ 図 ２ Ａ に は 示 さ れ て い な
い ） を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
分 離 壁 ２ ４ ０ は 垂 直 な 開 口 部 ２ ７ ０ の セ ッ ト を 有 す る 。 セ ッ ト に な っ た 開 口 部 ２ ７ ０ の 数
は モ ジ ュ ー ル プ ラ グ と 接 触 す る た め に 与 え ら れ る リ ー ド 線 の 数 に 対 応 す る 。 分 離 壁 ２ ４ ０
の 開 口 部 ２ ７ ０ は 分 離 壁 ２ ４ ０ が 頂 部 壁 ２ ２ ０ に ぶ つ か る と こ ろ の 線 で 始 ま り ， 分 離 壁 ２
４ ０ に そ っ て 下 方 に 延 び る 。 開 口 部 ２ ７ ０ は コ ネ ク タ ー 本 体 ２ ０ ０ の 背 面 ２ ５ ０ に あ る 空
洞 ２ ８ ０ と ， コ ネ ク タ ー 本 体 ２ ０ ０ の 正 面 ２ １ ０ に あ る 空 洞 ２ ６ ０ と の 間 を 連 通 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ２ Ｂ に 示 さ れ て い る よ う に ， 背 面 ２ ５ ０ に あ る 空 洞 ２ ８ ０ は 側 壁 ２ ８ ２ を も つ が ， そ の
側 壁 ２ ８ ２ は そ の 内 面 に そ っ て 画 成 さ れ る ラ ッ チ ン グ ス ロ ッ ト ２ ８ ２ を も つ 。 ラ ッ チ ン グ
ス ロ ッ ト ２ ８ ４ は ， 空 洞 ２ ８ ０ の 内 面 ２ ８ ２ の 後 端 か ら ， ラ ッ チ ン グ ポ イ ン ト （ 図 ３ を 参
照 ） へ と 内 側 に 延 び る 。 ラ ッ チ ン グ ス ロ ッ ト ２ ８ ４ は ， 頂 部 壁 ２ ２ ０ と 側 壁 ２ ３ ０ と が ぶ
つ か る と こ ろ の 線 に 平 行 な 向 き に 延 び る が ， ラ ッ チ ン グ ポ イ ン ト ２ ８ ５ は 側 壁 ２ ３ ０ か ら
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突 出 し ， ラ ッ チ ン グ ス ロ ッ ト ２ ８ ４ に 垂 直 に 延 び る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
コ ネ ク タ ー 本 体 ２ ０ ０ の 背 面 ２ ５ ０ に あ る 空 洞 ２ ８ ０ は イ ン サ ー ト を 受 け 入 れ る 。 図 ４ お
よ び 図 ５ は イ ン サ ー ト ４ ０ ０ の 一 実 施 例 を 示 す 。 イ ン サ ー ト ４ ０ ０ は 信 号 電 圧 変 換 ま た は
雑 音 抑 制 の よ う な い ろ い ろ な 機 能 を 与 え る た め に ， 磁 気 的 要 素 ま た は 要 素 パ ッ ケ ー ジ （ 図
示 せ ず ） を 収 納 す る た め の 空 洞 ４ １ ０ を 含 む 。 一 つ 以 上 の 電 気 的 要 素 が 要 素 パ ッ ケ ー ジ と
一 体 と な っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 に 関 し ， “ 電 気 的 要 素 ” と い う 用 語 は ， 限 定 的 で は な い が ， （ ｉ ） 抵 抗 ， コ ン デ ン
サ ー ， お よ び イ ン ダ ク タ の よ う な 分 離 し た 要 素 ， （ ｉ ｉ ） （ チ ョ ー ク コ イ ル お よ び ト ラ ン
ス の よ う な ） 電 磁 気 デ バ イ ス ， な ら び に （ ｉ ｉ ｉ ） 半 導 体 デ バ イ ス を 含 む こ と に 留 意 さ れ
た い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ４ お よ び 図 ５ に 図 示 の 実 施 例 に お い て ， イ ン サ ー ト ４ ０ ０ は 実 施 的 に 矩 形 の ボ ッ ク ス の
よ う な 形 状 を も つ 。 図 ４ に 示 さ れ て い る よ う に ， イ ン サ ー ト ４ ０ ０ の 背 面 ４ ２ ０ が 空 洞 ４
１ ０ の 外 輪 を 画 成 す る 。 正 面 ４ ９ ０ （ 図 ５ を 参 照 ） が 矩 形 の 壁 の よ う に 形 成 さ れ ， 背 面 ４
２ ０ と 向 か い 合 う 。 正 面 ４ ９ ０ は 背 面 ４ ２ ０ の 面 と 実 質 的 に 平 行 な 面 に あ る 。 イ ン サ ー ト
４ ０ ０ は ま た ， 頂 部 面 ４ ６ ０ お よ び 反 対 側 の 底 部 面 ４ ７ ０ を 有 し ， そ れ ぞ れ の 面 は 側 壁 ４
３ ０ お よ び 背 面 ４ ２ ０ に 垂 直 で ， 背 面 ４ ２ ０ か ら 延 び て い る 。 イ ン サ ー ト ４ ０ ０ は ま た ，
頂 部 面 ４ ６ ０ お よ び 底 部 面 ４ ７ ０ か ら そ れ ぞ れ 延 び る 電 気 的 リ ー ド 線 の 第 一 の セ ッ ト ４ ４
０ お よ び 第 二 の セ ッ ト ４ ５ ０ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
二 つ の 側 面 ４ ３ ０ は 正 面 ４ ９ ０ お よ び 背 面 ４ ２ ０ へ と 延 び ， 正 面 ４ ９ ０ お よ び 背 面 ４ ２ ０
の 面 に 実 質 的 に 垂 直 な 面 に あ る 。 各 側 面 ４ ３ ０ は 側 面 ４ ３ ０ お よ び 背 面 ４ ２ ０ の 交 差 す る
付 近 の 位 置 に 突 出 部 ４ ３ ２ を も つ 。 突 出 部 ４ ３ ２ は ， そ の 交 差 付 近 の 側 面 ４ ３ ０ か ら 出 っ
張 り ， そ の 交 差 付 近 か ら 側 面 ４ ３ ０ と 一 体 と な る よ う に 傾 斜 し ， ラ ッ チ ン グ ス ロ ッ ト ２ ８
４ （ 図 ２ Ｂ に 示 さ れ て い る ） 内 に 挿 入 で き ， コ ネ ク タ ー 本 体 ２ ０ ０ の ラ ッ チ ン グ ポ イ ン ト
（ 図 ３ に 示 さ れ て い る ） と 係 合 す る 形 状 を も つ 。 し た が っ て ， イ ン サ ー ト ４ ０ ０ は ， た と
え ば ， イ ン サ ー ト ４ ０ ０ の 突 出 部 ４ ３ ２ と コ ネ ク タ ー 本 体 ２ ０ ０ の 対 応 す る ラ ッ チ ン グ ポ
イ ン ト ２ ８ ５ と が 連 結 す る こ と に よ り ， コ ネ ク タ ー 本 体 ２ ０ ０ の 背 面 ２ ５ ０ に あ る 空 洞 ２
８ ０ （ 図 ３ に 示 さ れ て い る ） に 確 実 に 止 め 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
第 一 の 端 部 ４ ４ ２ お よ び 第 二 の 端 部 ４ ４ ４ を も つ リ ー ド 線 の 第 一 の セ ッ ト は ， た と え ば ，
図 ２ Ａ お よ び 図 ３ に 示 さ れ て い る コ ネ ク タ ー 本 体 の 正 面 ２ １ ０ に あ る 空 洞 ２ ６ ０ 内 で ， モ
ジ ュ ラ ー プ ラ グ と 接 触 す る こ と が で き る 。 リ ー ド 線 ４ ４ ０ の 第 一 の 端 部 ４ ４ ２ 近 く に あ る
第 一 の セ ッ ト の 部 分 ４ ４ ６ が ， た と え ば ， リ ー ド 線 の 周 り に イ ン サ ー ト ４ ０ ０ を 成 形 す る
こ と に よ り ， イ ン サ ー ト ４ ０ ０ の 頂 部 面 ４ ６ ０ 内 に 完 全 に 埋 め 込 ま れ て い る 。 リ ー ド 線 ４
４ ０ の 第 一 の セ ッ ト の 第 一 の 端 部 ４ ４ ２ は 空 洞 ４ １ ０ の 開 口 部 の 第 一 の 縁 ４ ２ ２ に そ っ て
背 面 ４ ２ ０ か ら 突 出 し て い る 。 こ れ に 代 え て ， 図 ４ お よ び 図 ５ に 示 さ れ て い る よ う に ， 好
適 に は ， 部 分 ４ ４ ６ は 空 洞 ４ １ ０ の 上 壁 ４ １ ２ か ら 部 分 的 に 露 出 し て も よ い 。 リ ー ド 線 ４
４ ０ の 第 一 の セ ッ ト は ， イ ン サ ー ト ４ ４ ０ の 頂 部 面 ４ ６ ０ か ら 上 に 延 び て い る 。 リ ー ド 線
４ ４ ０ は ， そ の リ ー ド 線 に そ っ て ， ほ ぼ ９ ０ 度 曲 が り ， 第 一 の 曲 が り 部 ４ ４ １ を 形 成 し ，
リ ー ド 線 ４ ４ ０ は イ ン サ ー ト ４ ０ ０ の 頂 部 面 ４ ６ ０ と ほ ぼ 平 行 と な り ， イ ン サ ー ト ４ ０ ０
の 正 面 ４ ９ ０ の 面 へ と 水 平 に 伸 長 す る 。 第 一 の 部 分 ４ ４ ４ と 第 一 の 曲 が り 部 ４ ４ １ と の 間
の 位 置 で ， リ ー ド 線 ４ ４ ０ は ， 第 二 の 曲 が り 部 ４ ４ ３ を 形 成 す る た め に ， 再 度 ほ ぼ １ ５ ０
度 曲 が る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
第 一 の 端 部 ４ ５ ２ お よ び 第 二 の 端 部 ４ ５ ４ を も つ リ ー ド 線 の 第 二 の セ ッ ト は ， た と え ば ，
プ リ ン ト 回 路 板 と 電 気 的 に 接 触 で き る よ う に な る 。 こ の 接 触 の た め に ， リ ー ド 線 ４ ５ ０ の
第 二 の セ ッ ト の ， 第 一 の 端 部 ４ ５ ２ 近 く の 部 分 ４ ５ ６ が ， た と え ば ， リ ー ド 線 の 周 り に イ
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ン サ ー ト ４ ０ ０ を 成 形 す る こ と に よ り ， イ ン サ ー ト ４ ０ ０ の 底 面 ４ ７ ０ 内 に 完 全 に 埋 め 込
ま れ て い る 。 リ ー ド 線 ４ ５ ０ の 第 二 の セ ッ ト の 第 一 の 端 部 ４ ５ ２ は ， 空 洞 ４ ２ ０ の 開 口 部
の 第 二 の 縁 ４ ２ ４ に そ っ て ， 背 面 ４ ２ ０ か ら 突 出 し て い る 。 こ れ に 代 え て ， 図 ５ に 示 さ れ
て い る よ う に ， 好 適 に は ， 部 分 ４ ５ ６ は 空 洞 ４ １ ０ の 下 壁 ４ １ ４ か ら 部 分 的 に 露 出 し て も
よ い 。 リ ー ド 線 ４ ５ ０ の 第 二 の セ ッ ト は ， イ ン サ ー ト ４ ０ ０ の 底 部 面 ４ ７ ０ か ら 下 に 延 び
て い る 。 リ ー ド 線 ４ ５ ０ は ， た と え ば ， プ リ ン ト 回 路 板 と 接 触 で き る よ う に ， 必 要 な 向 き
に 曲 げ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ６ は コ ネ ク タ ー 本 体 ２ ０ ０ 内 へ の イ ン サ ー ト ４ ０ ０ の 挿 入 を 示 す 。 イ ン サ ー ト ４ ０ ０ は
コ ネ ク タ ー 本 体 ２ ０ ０ の 背 面 ２ ５ ０ に あ る 空 洞 ２ ８ ０ へ と 滑 入 す る 。 空 洞 ２ ８ ０ は ， イ ン
サ ー ト ４ ０ ０ の 形 そ の も の を 収 納 で き る 形 と な っ て い る 。 イ ン サ ー ト ４ ０ ０ の 側 壁 ４ ３ ０
の 突 出 部 ４ ３ ２ は ， コ ネ ク タ ー 本 体 ２ ０ ０ の 背 面 ２ ５ ０ に あ る 空 洞 ２ ８ ０ の 側 面 ２ ８ ２ の
ラ ッ チ ン グ ス ロ ッ ト ２ ８ ４ へ と 滑 入 す る 。 イ ン サ ー ト ４ ０ ０ の ， リ ー ド 線 ４ ４ ０ の 第 一 の
セ ッ ト は ， コ ネ ク タ ー 本 体 ２ ０ ０ の 正 面 ２ １ ０ に あ る 空 洞 ２ ６ ０ に あ る 開 口 部 ２ ７ ０ の セ
ッ ト （ 図 ２ Ａ を 参 照 ） を 通 る 。 し た が っ て ， リ ー ド 線 ４ ４ ０ は 正 面 ２ １ ０ に あ る 空 洞 ２ ６
０ に 挿 入 さ れ る モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ と 接 触 す る 位 置 ま で 延 び る 。 イ ン サ ー ト ４ ０ ０ が 空 洞 ２
８ ０ に 完 全 に 挿 入 さ れ る と ， イ ン サ ー ト ４ ０ ０ の 突 出 部 ４ ３ ２ は ， 突 出 部 ４ ３ ２ と ラ ッ チ
ン グ ポ イ ン ト ２ ８ ５ （ 図 ３ ） と の 連 結 に よ り ， ラ ッ チ ン グ ポ イ ン ト ２ ８ ５ と 係 合 す る 。 イ
ン サ ー ト ４ ０ ０ は こ れ に よ り ， コ ネ ク タ ー 本 体 ２ ０ ０ に 確 実 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
イ ン サ ー ト ４ ０ ０ の 空 洞 ４ １ ０ は 電 気 的 要 素 （ 図 示 せ ず ） を 中 に 収 納 す る こ と が で き る 。
電 気 的 要 素 は ， コ ネ ク タ ー 本 体 ２ ０ ０ へ の イ ン サ ー ト ４ ０ ０ の 挿 入 の 前 後 の い ず れ で も ，
空 洞 ４ １ ０ へ 挿 入 す る こ と が で き る 。 電 気 的 要 素 は リ ー ド 線 ４ ４ ０ の 第 一 の セ ッ ト お よ び
イ ン サ ー ト ４ ０ ０ の リ ー ド 線 ４ ５ ０ の 第 二 の セ ッ ト と 接 す る 。 こ の 接 触 は ， リ ー ド 線 ４ ４
０ ， ４ ５ ０ の 第 一 の 端 部 ４ ４ ２ ， ４ ５ ２ ， ま た は 空 洞 ４ １ ０ の 上 壁 ４ １ ２ お よ び 下 壁 ４ １
４ か ら 部 分 的 に 突 出 し た ， リ ー ド 線 ４ ４ ０ ， ４ ５ ２ の 部 分 ４ ４ ６ ， ４ ５ ６ （ 図 ４ お よ び 図
５ に 示 さ れ て い る ） と で あ る 。 電 気 的 要 素 は ， 非 伝 導 性 の 接 着 剤 ま た は 機 械 的 な ラ ッ チ を
使 用 す る こ と で ， 空 洞 ４ １ に 止 め 付 け て も よ い 。 接 着 剤 は ， 電 気 的 用 を ， リ ー ド 線 ４ ４ ０
， ４ ５ ０ の 第 一 お よ び 第 二 の セ ッ ト に ， 確 実 で 恒 久 的 な 接 続 を 可 能 に す る 。 機 械 的 な ラ ッ
チ は ， 電 気 的 要 素 を 容 易 に 着 脱 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ４ な い し 図 ６ に 示 さ れ た イ ン サ ー ト ４ ０ ０ の 実 施 例 は ， イ ン サ ー ト ４ ０ ０ が コ ネ ク タ ー
本 体 ２ ０ ０ へ と 挿 入 さ れ る と ， 組 立 体 の 背 面 に 開 口 部 を も つ 空 洞 ４ １ ０ を 有 す る こ と に な
る 。 図 ７ は ， イ ン サ ー ト ４ ０ ０ の 空 洞 ４ １ ０ が 前 に 開 口 部 を も つ ， 本 発 明 の 他 の イ ン サ ー
ト ４ ０ ０ の 他 の 実 施 例 を 示 す 。 こ の 構 成 で は ， 電 気 的 要 素 （ 図 示 せ ず ） の 挿 入 は ， 空 洞 ４
１ ０ へ の 接 近 が 挿 入 後 で は で き な い こ と か ら ， コ ネ ク タ ー 本 体 ２ ０ ０ へ の イ ン サ ー ト ４ ０
の 挿 入 前 に 行 わ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
イ ン サ ー ト ４ ０ ０ は ， コ ネ ク タ ー 本 体 ２ ０ ０ （ 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 さ れ て い る よ う に ） に
挿 入 さ れ て も ， 容 易 に 取 り 外 す こ と こ と が で き る 。 上 述 し た よ う に ， イ ン サ ー ト ４ ０ ０ は
， 突 出 部 ４ ３ ２ が ラ ッ チ ン グ ポ イ ン ト ２ ８ ５ に 連 結 さ れ る と ， コ ネ ク タ ー 本 体 ２ ０ ０ に 取
り 付 け ら れ る 。 こ の 連 結 係 合 は 恒 久 的 な も の で は な い 。 イ ン サ ー ト を 外 す た め に は ， 突 出
部 ４ ３ ２ を ， 平 坦 で 小 さ な 道 具 に よ り 内 側 に 押 し 付 け ， こ れ に よ り 突 出 部 ４ ３ ２ は ラ ッ チ
ン グ ポ イ ン ト ２ ８ ５ か ら 外 れ る 。 イ ン サ ー ト ４ ０ ０ は ， 突 出 部 ４ ３ ２ が ラ ッ チ ン グ ポ イ ン
ト ２ ８ ５ か ら 外 れ る ま で 突 出 部 ４ ３ ２ を 押 さ え 続 け る と ， コ ネ ク タ ー 本 体 ２ ０ ０ か ら 外 れ
， イ ン サ ー ト ４ ０ ０ は コ ネ ク タ ー 本 体 ２ ０ ０ の 空 洞 ２ ８ ０ か ら 完 全 に 取 り 外 す こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
し た が っ て ， 本 発 明 は 単 純 な 製 造 お よ び 組 み 立 て を 行 え る 信 頼 性 の あ る マ イ ク ロ エ レ ク ト
ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー を 提 供 で き る 。 本 発 明 に し た が っ て ， コ ネ ク タ ー は 電 気 的 要 素 の 簡 単
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な 取 り 外 し を 行 え ， コ ネ ク タ ー の 要 素 の モ ジ ュ ー ル 化 を 高 め る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
上 記 説 明 は ， 種 々 の 実 施 例 へ の 適 用 に よ り ， 本 発 明 の 新 規 な 特 徴 を 示 し ， 説 明 し ， 指 摘 し
て い る が ， 図 示 し た デ バ イ ス の 詳 細 お よ び 形 態 に お い て 種 々 の 削 除 ， 置 き 換 え お よ び 変 化
が 本 発 明 の 思 想 か ら 逸 脱 す る こ と な く ， 当 業 者 に よ り な し 得 る こ と は 理 解 さ れ よ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
図 １ ａ は リ ー ド キ ャ リ ア 組 立 体 を 利 用 す る ， 従 来 の 電 気 的 要 素 コ ネ ク タ ー の 分 解 斜 視 図 で
あ り ， 図 １ ｂ は ， リ ー ド 線 ， プ ラ グ 接 触 子 ， リ ー ド キ ャ リ ア の 相 対 関 係 を 示 す ， モ ジ ュ ラ
ー プ ラ グ が 挿 入 さ れ た ， 図 １ ａ の 従 来 の コ ネ ク タ ー の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】
図 ２ Ａ は ， 本 発 明 に し た が っ た コ ネ ク タ ー 本 体 の 一 実 施 例 の 前 方 か ら の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】
図 ２ Ｂ は ， 図 ２ Ａ の コ ネ ク タ ー 本 体 の 後 方 か ら の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
図 ３ は ， 図 ２ Ａ の 線 ３ ‐ ３ に そ っ た ， 図 ２ Ａ お よ び 図 ２ Ｂ の コ ネ ク タ ー 本 体 の 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】
図 ４ は ， 本 発 明 に し た が っ た イ ン サ ー ト の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】
図 ５ は ， 図 ４ の 線 ５ － ５ に そ っ た ， 図 ４ の イ ン サ ー ト の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】
図 ６ は ， 図 ４ お よ び 図 ５ の イ ン サ ー ト と 図 ２ Ａ ， 図 ２ Ｂ お よ び 図 ３ の コ ネ ク タ ー と の 配 置
を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】
図 ７ は ， 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に し た が っ た マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー の 断 面 図
で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】 【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト （ コ レ ク ト バ ー ジ ョ ン ） 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 14年 7月 31日 (2002.7.31)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 で あ っ て ，
第 一 の 面 （ ４ ６ ０ ） お よ び 第 二 の 面 （ ４ ７ ０ ） を 有 す る イ ン サ ー ト （ ４ ０ ０ ） と ， 正 面 （
２ １ ０ ） ， 背 面 （ ２ ５ ０ ） ， お よ び 前 記 正 面 を 前 記 背 面 か ら 分 離 す る 分 割 壁 （ ２ ４ ０ ） を
有 す る コ ネ ク タ ー 本 体 （ ２ ０ ０ ） と ， 第 一 の 面 に 埋 め 込 ま れ た 第 一 の 端 部 （ ４ ４ ２ ） を 有
す る 複 数 の 第 一 の リ ー ド 線 （ ４ ４ ０ ） と ， 第 二 の 面 に 埋 め 込 ま れ た 第 一 の 端 部 （ ４ ５ ２ ）
を 有 す る 複 数 の 第 二 の リ ー ド 線 と を 含 み ，
第 一 の 面 お よ び 第 二 の 面 は 前 記 イ ン サ ー ト 内 で 第 一 の 空 洞 （ ４ １ ０ ） を 画 成 し ， 前 記 第 一
の 空 洞 は 少 な く と も 一 つ の 電 気 的 要 素 を 受 け 入 れ る 形 状 を も ち ，
前 記 正 面 は モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ を 中 に 受 け 入 れ る 第 二 の 空 洞 （ ２ ６ ０ ） を 有 し ， 前 記 背 面 は
イ ン サ ー ト を 受 け 入 れ る 第 三 の 空 洞 （ ２ ８ ０ ） を 有 し ， 前 記 分 割 壁 は 前 記 第 二 の 空 洞 と 前
記 第 三 の 空 洞 と の 間 を 連 通 す る 複 数 の 開 口 部 （ ２ ７ ０ ） を 有 し ，
第 一 の リ ー ド 線 の 第 一 の 端 部 の 一 部 が ， 第 一 の 空 洞 に 受 け 入 れ ら れ た 電 気 的 要 素 と 電 気 的
接 続 を な す よ う に ， 第 一 の 空 洞 に 露 出 し ， 複 数 の 第 一 の リ ー ド 線 は さ ら に 前 記 イ ン サ ー ト
か ら 延 び る 第 二 の 端 部 （ ４ ４ ４ ） を 有 し ， 複 数 の 第 一 の リ ー ド 線 の 前 記 第 二 の 端 部 は ， 中
で モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ と 電 気 的 接 続 を な す た め に ， 複 数 の 開 口 部 を 通 っ て 第 二 の 空 洞 に 突 出
す る 形 状 を も ち ，
第 二 の リ ー ド 線 の 第 一 の 端 部 の 一 部 が ， 第 一 の 空 洞 に 受 け 入 れ ら れ た 電 気 的 要 素 と 電 気 的
接 続 を な す よ う に ， 第 一 の 空 洞 に 露 出 し ， 複 数 の 第 二 の リ ー ド 線 は さ ら に 前 記 イ ン サ ー ト
か ら 延 び ， プ リ ン ト 回 路 板 と 電 気 的 接 続 を な す た め の 形 状 を も つ ，
と こ ろ の マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ 】
第 三 の 空 洞 は ， 中 に イ ン サ ー ト を 取 り 外 し 可 能 に 受 け 入 れ る 形 状 を も つ ス ロ ッ ト （ ２ ８ ４
） を 含 む ， 請 求 項 １ に 記 載 の マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 ３ 】
イ ン サ ー ト は ス ロ ッ ト と 係 合 す る 突 出 部 （ ４ ３ ２ ） を 有 す る ， 請 求 項 ２ に 記 載 の マ イ ク ロ
エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 ４ 】
第 一 の 空 洞 は ， コ ネ ク タ ー 本 体 か ら 外 に 向 く 開 口 を 有 す る ， 請 求 項 １ に 記 載 の マ イ ク ロ エ
レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 ５ 】
第 一 の 空 洞 は ， コ ネ ク タ ー 本 体 に 向 く 開 口 を 有 す る ， 請 求 項 １ に 記 載 の マ イ ク ロ エ レ ク ト
ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 ６ 】
さ ら に ， 少 な く と も 電 気 的 要 素 を も ち ， 第 一 の 空 洞 に 受 け 入 れ ら れ る 形 状 を も つ 電 気 的 要
素 パ ッ ケ ー ジ を 含 む ， 請 求 項 １ に 記 載 の マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 。
【 請 求 項 ７ 】
マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス コ ネ ク タ ー 組 立 体 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て ，
少 な く と も 一 つ の 電 気 的 要 素 を 受 け 入 れ る 第 一 の 空 洞 を 画 成 す る 第 一 の 面 お よ び 第 二 の 面
を 有 す る イ ン サ ー ト を 用 意 す る 工 程 と ，
少 な く と も 一 つ の モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ を 受 け 入 れ る 第 二 の 空 洞 を 有 す る 正 面 ， イ ン サ ー ト を
受 け 入 れ る 第 三 の 空 洞 を 有 す る 背 面 ， お よ び 前 記 正 面 と 前 記 背 面 と を 分 離 し ， 前 記 第 二 の
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空 洞 と 前 記 第 三 の 空 洞 と の 間 に ， リ ー ド 線 を 通 過 さ せ る 開 口 部 を 有 す る 分 離 壁 を 含 む コ ネ
ク タ ー 本 体 を 用 意 す る 工 程 と ，
複 数 の 第 一 の リ ー ド 線 を イ ン サ ー ト の 第 一 の 面 内 に ， そ の 第 一 の リ ー ド 線 の 第 一 の 端 部 の
一 部 が 第 一 の 空 洞 に 露 出 し て ， 第 一 の リ ー ド 線 が 第 一 の 空 洞 内 に 受 け 入 れ ら れ た 電 気 的 要
素 と 電 気 的 接 続 を な す 形 状 を も つ よ う に ， 埋 め 込 む 工 程 と ，
複 数 の 第 二 の リ ー ド 線 を イ ン サ ー ト の 第 二 の 面 内 に ， そ の 第 二 の リ ー ド 線 の 第 一 の 端 部 の
一 部 が 第 一 の 空 洞 に 露 出 し て ， 第 一 の 空 洞 内 に 受 け 入 れ ら れ た 電 気 的 要 素 と 電 気 的 接 続 を
な す よ う に ， 埋 め 込 む 工 程 と ，
イ ン サ ー ト を 第 三 の 空 洞 に ， 複 数 の 第 一 の リ ー ド 線 の 第 二 の 端 部 が ， モ ジ ュ ラ ー プ ラ グ と
電 気 的 接 続 を な す た め に ， イ ン サ ー ト か ら 開 口 部 を 通 過 し て 第 二 の 空 洞 に 延 び る よ う に ，
挿 入 す る 工 程 と ，
を 含 み ，
複 数 の 第 一 の リ ー ド 線 の 第 二 の 端 部 が 前 記 イ ン サ ー ト か ら ， 開 口 部 を 通 過 し て 第 二 の 空 洞
に 延 び ，
複 数 の 第 二 の リ ー ド 線 の 第 二 の 端 部 が 前 記 イ ン サ ー ト か ら 延 び ， さ ら に プ リ ン ト 回 路 板 と
電 気 的 接 続 を な す 形 状 を も ち ，
複 数 の 第 二 の リ ー ド 線 の 第 二 の 端 部 が プ リ ン ト 回 路 板 と 電 気 的 接 続 を な す た め に 前 記 イ ン
サ ー ト か ら 延 び る ，
と こ ろ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
イ ン サ ー ト は ノ ッ チ を 有 し ， 第 二 の 空 洞 は ス ロ ッ ト を 備 え ，
当 該 方 法 は ， さ ら に ，
イ ン サ ー ト を 第 三 の 空 洞 に 止 め 付 け る た め に ， イ ン サ ー ト の ノ ッ チ を 第 二 の 空 洞 の ス ロ ッ
ト に 係 合 す る 工 程 を 含 む ， 請 求 項 ７ に 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
イ ン サ ー ト の 第 一 の 空 洞 は ， コ ネ ク タ ー 本 体 か ら 外 に 向 く 開 口 を 有 す る ， 請 求 項 ７ に 記 載
の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
イ ン サ ー ト の 第 一 の 空 洞 は ， コ ネ ク タ ー 本 体 に 向 く 開 口 を 有 す る ， 請 求 項 ７ に 記 載 の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
さ ら に ， 電 気 的 要 素 が 第 一 お よ び 第 二 の リ ー ド 線 と 接 触 す る よ う に ， 第 一 の 空 洞 に ， 電 気
的 要 素 を 挿 入 す る 工 程 を 含 む ， 請 求 項 ７ に 記 載 の 製 造 方 法 。
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【 国 際 調 査 報 告 】
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